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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期
第２四半期
累計期間

第17期
第２四半期
会計期間

第16期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日

自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日

自　平成19年４月１日
至　平成20年３月31日

売上高（千円） 1,050,015 581,083 2,295,848

経常損失（千円） 137,768 63,868 281,674

四半期（当期）純損失（千円） 142,179 65,597 408,631

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － －

資本金（千円） － 2,414,700 2,414,700

発行済株式総数（株） － 13,588 13,588

純資産額（千円） － 3,566,733 3,717,915

総資産額（千円） － 4,007,536 4,160,866

１株当たり純資産額（円） － 281,243.81 293,164.77

１株当たり四半期（当期）純損失

金額（円）
11,211.12 5,172.50 32,221.38

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － －

自己資本比率（％） － 89.0 89.4

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△86,393 － △431,498

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,190 － 8,900

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
－ － －

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ 2,108,083 2,192,254

従業員数（人） － 55 55

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がありませんので記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、１株当たり四半期（当期）純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

３【関係会社の状況】

　該当事項はありません。

４【従業員の状況】

提出会社の状況

　 平成20年９月30日現在

従業員数（人） 55［10］　

（注）従業員数は就業人員であり、臨時従業員は［　］内に当第２四半期会計期間の平均人員を外書で記載しておりま

す。なお、臨時従業員の平均人員は１人１日８時間で換算し、算出しております。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産及び仕入実績

品目
当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

ＰＢコンピュータ（千円） 202,263

合計（千円） 202,263

　（注）１．ＰＢコンピュータのうち当社において生産しているものについては生産実績を、生産を外部に委託している

ものについては仕入実績をもとに算出しております。なお、ＰＢコンピュータ以外の品目については、記載を

省略しております。

２．上記金額には、消費税等は含まれておりません。

（２）受注実績

品目

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

受注高 受注残高

ＰＢコンピュータ（千円） 339,285 47,861

コンピュータ関連商品（千円） 239,067 29,885

サービス・その他（千円） 23,427 63,124

合計（千円） 601,780 140,871

　（注）上記金額には、消費税等は含まれておりません。

（３）販売実績

品目
当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

ＰＢコンピュータ（千円） 318,488

コンピュータ関連商品（千円） 228,562

サービス・その他（千円） 34,032

合計（千円） 581,083

（注）１．上記金額は販売価格によっており、消費税等は含まれておりません。

２．当第２四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとお

りであります。

相手先

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

販売高（千円） 割合（％）

ＫＤＤＩ株式会社 140,001 24.1
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２【経営上の重要な契約等】

当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

３【財政状態及び経営成績の分析】

（１）業績の状況

　当第２四半期会計期間におけるわが国の経済は、企業収益が減少し設備投資が衰え、景気は弱まりました。先行き

については、米国のサブプライムローン問題に端を発した世界的な金融危機の深刻化により、景気の後退懸念が一

層増しております。

　当社の主要な販売品目である国内サーバ市場においては、出荷金額及び出荷台数について一部に回復傾向を示す

動きが見られましたが、上記の景気動向を受け、今後は厳しい状況が続くものと考えられます。

　このような環境において、当社は、自社製品に注力する営業方針のもと活動を行い、当第２四半期会計期間の売上

高は581百万円（前年同期比50百万円・9.6％増加）と前年同期に比べ増加したのに加え、利益率の高いサービス・

その他の増加により売上総利益率が向上し、売上総利益も増加しました。販売費及び一般管理費は、全般的に抑制努

力を継続し前年同期並となりました。この結果、営業損失は63百万円（前年同期は営業損失88百万円）、経常損失は

63百万円（前年同期は経常損失82百万円）となりました。また、当社創業者である取締役会長本多弘男の逝去に伴

う生命保険契約の受取保険金55百万円及び株主総会承認を条件に支給予定の役員弔慰金55百万円を特別利益及び

特別損失に計上し、四半期純損失は65百万円（前年同期は四半期純損失83百万円）となりました。

　品目別の売上高動向につきましては、次のとおりであります。

（ＰＢコンピュータ）

　マイクロサーバについては、市場を切り開き収益の柱に成長させるべく注力し、通信事業者をはじめシステムイン

テグレータ企業への通信品質管理、セキュリティ監視などの用途に向けての販売に努め、売上高は堅調に推移しま

した。サーバについては、主要顧客層である通信事業者の法人への大口出荷があり前年同期と比べ売上高は増加し

ました。この結果、ＰＢコンピュータ全体では売上高は増加し、318百万円（前年同期比29百万円・10.3％増加）とな

りました。

（コンピュータ関連商品）

　一般商品については、個人顧客が減少したものの法人顧客の大口受注があり売上高は前年同期に比べ微増となり

ました。この結果、コンピュータ関連商品全体では売上高は228百万円（前年同期比5百万円・2.7％増加）となりま

した。

 

（サービス・その他）

　顧客に納入したＰＢコンピュータへの保守サービス及びシステム受注によるサービス売上の増加により、売上高

は大幅に増加しました。この結果、売上高は34百万円（前年同期比14百万円・77.9％増加）となりました。

（注）前年同期との増減額及び増減率は参考値として記載しております。

（２）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前四半期会計期間末に比べ19百

万円増加し、2,108百万円となりました。

　当第２四半期会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税引前四半期純損失64百万円の計上や売上債権の増加による支出49百万円等の支出要因のほか、仕入債務の増加

による収入57百万円、たな卸資産の減少による収入33百万円及び役員弔慰金の未払計上に伴う未払金の増加55百万

円等の収入要因がありました結果、営業活動により獲得した資金は14百万円となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資事業有限責任組合からの分配金による収入6百万円等により、投資活動により獲得した資金は5百万円となり

ました。
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（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動による資金の増減はありませんでした。

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

　　当第２四半期会計期間における研究開発費の総額は、12百万円であります。

　なお、当第２四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
（１）主要な設備の状況

当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

（２）設備の新設、除却等の計画

前四半期会計期間末において、計画中であった重要な設備の新設、除却等はありません。

また、当第２四半期会計期間において新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 36,000

計 36,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成20年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年11月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 13,588 13,588
東京証券取引所

（マザーズ）
－

計 13,588 13,588 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年７月１日～

平成20年９月30日
－ 13,588 － 2,414,700 － 603,675
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（５）【大株主の状況】

　 平成20年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

鈴木　友康 東京都千代田区 2,990 22.00

本多　弘男 東京都文京区 2,800 20.61

村口　和孝 東京都世田谷区 630 4.64

ＫＤＤＩ（株） 東京都新宿区西新宿二丁目３番２号 500 3.68

飯田　佳宏 北海道札幌市中央区 341 2.51

穐田　誉輝 東京都港区 221 1.63

野村證券（株） 東京都中央区日本橋一丁目９番１号 139 1.02

山口　修一 栃木県下野市 125 0.92

三菱ＵＦＪ信託銀行（株）

（常任代理人　日本マスタートラ

スト信託銀行（株））

東京都千代田区丸の内一丁目４番５号

（東京都港区浜松町二丁目11番３号）
118 0.87

風見　節夫 茨城県つくばみらい市 116 0.85

計 － 7,980 58.73

　（注）１．当社は自己株式906株を保有しておりますが、上記の大株主の状況からは除いております。

２．本多弘男氏は、平成20年６月６日に逝去しましたが、現在相続協議中のため株主名簿上の名義で記載してお

ります。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式      906
－ －

完全議決権株式（その他） 普通株式   12,682 12,682 －

発行済株式総数 13,588 － －

総株主の議決権 － 12,682 －

②【自己株式等】

　 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

ぷらっとホーム　株

式会社

東京都千代田区外

神田一丁目18番13

号

906 － 906 6.67

計 － 906 － 906 6.67

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 128,000 125,000 115,000 100,000 94,000 90,000

最低（円） 106,000 105,000 98,000 84,100 84,200 72,100

（注）最高・最低株価は、東京証券取引所マザーズにおけるものであります。

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、当第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）については、「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第６条第１

項第５号ただし書きにより、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表について、あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当社

では、子会社の資産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績に関する合理的な判断を妨げない程度に

重要性が乏しいものとして、四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.06
％

 

売上高基準 －
％

 

利益基準 0.13
％

 

利益剰余金基準 0.02
％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成20年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,108,083 3,192,254

売掛金 365,247 414,384

商品及び製品 49,555 87,436

原材料 26,210 22,599

その他 81,380 44,333

貸倒引当金 △548 △621

流動資産合計 3,629,929 3,760,388

固定資産

投資その他の資産

投資有価証券 245,505 268,067

その他 132,101 132,410

投資その他の資産合計 377,606 400,478

固定資産合計 377,606 400,478

資産合計 4,007,536 4,160,866

負債の部

流動負債

買掛金 242,909 320,260

未払法人税等 9,594 12,257

賞与引当金 19,515 19,789

その他 ※2
 155,671 75,744

流動負債合計 427,691 428,052

固定負債

退職給付引当金 13,111 11,741

その他 － 3,157

固定負債合計 13,111 14,898

負債合計 440,802 442,951

純資産の部

株主資本

資本金 2,414,700 2,414,700

資本剰余金 5,566,781 5,566,781

利益剰余金 △4,252,016 △4,109,836

自己株式 △158,329 △158,329

株主資本合計 3,571,135 3,713,315

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △4,401 4,600

評価・換算差額等合計 △4,401 4,600

純資産合計 3,566,733 3,717,915

負債純資産合計 4,007,536 4,160,866
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 1,050,015

売上原価 740,344

売上総利益 309,670

販売費及び一般管理費 ※1
 449,209

営業損失（△） △139,538

営業外収益

受取利息 5,592

その他 897

営業外収益合計 6,490

営業外費用

為替差損 482

投資事業組合運用損 4,236

その他 0

営業外費用合計 4,719

経常損失（△） △137,768

特別利益

貸倒引当金戻入額 73

受取保険金 55,000

特別利益合計 55,073

特別損失

減損損失 ※2
 2,379

役員弔慰金 55,000

特別損失合計 57,379

税引前四半期純損失（△） △140,074

法人税等 ※3
 2,105

四半期純損失（△） △142,179
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

当第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

売上高 581,083

売上原価 414,110

売上総利益 166,973

販売費及び一般管理費 ※1
 230,972

営業損失（△） △63,999

営業外収益

受取利息 3,563

その他 861

営業外収益合計 4,424

営業外費用

為替差損 56

投資事業組合運用損 4,236

営業外費用合計 4,293

経常損失（△） △63,868

特別利益

受取保険金 55,000

特別利益合計 55,000

特別損失

減損損失 ※2
 676

役員弔慰金 55,000

特別損失合計 55,676

税引前四半期純損失（△） △64,545

法人税等 ※3
 1,052

四半期純損失（△） △65,597
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △140,074

減損損失 2,379

受取利息及び受取配当金 △5,732

受取保険金 △55,000

売上債権の増減額（△は増加） 49,137

たな卸資産の増減額（△は増加） 34,270

仕入債務の増減額（△は減少） △77,350

未払金の増減額（△は減少） 55,782

その他 △8,039

小計 △144,627

利息及び配当金の受取額 8,683

保険金の受取額 55,000

法人税等の支払額 △5,449

営業活動によるキャッシュ・フロー △86,393

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,000,000

定期預金の払戻による収入 2,000,000

有形固定資産の取得による支出 △3,809

投資事業組合からの分配による収入 6,000

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,190

現金及び現金同等物に係る換算差額 31

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △84,170

現金及び現金同等物の期首残高 2,192,254

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,108,083
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

会計処理基準に関する事項の

変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更

　通常の販売目的で保有するたな卸資産に

ついては、従来、移動平均法による原価法に

よっておりましたが、第１四半期会計期間

より「棚卸資産の評価に関する会計基準」

（企業会計基準第９号　平成18年７月５

日）が適用されたことに伴い、移動平均法

による原価法（貸借対照表価額については

収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）

により算定しております。

　なお、この変更による損益に与える影響は

軽微であります。　　

【簡便な会計処理】

当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

EDINET提出書類

ぷらっとホーム株式会社(E03346)

四半期報告書

16/22



【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第２四半期会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

　１　有形固定資産の減価償却累計額　 　186,578千円 　１　有形固定資産の減価償却累計額　 　186,809千円

※２　消費税の取扱い

　仮払消費税等及び仮受消費税等は、相殺のうえ、流

動負債の「その他」に含めて表示しております。

　　　　　　　　　　──────

（四半期損益計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与及び賞与 140,764千円

賞与引当金繰入額 17,574千円

※２　減損損失

　当第２四半期累計期間において、当社は以下の資

産グループについて減損損失を計上しました。

①減損損失を認識した資産グループの概要

 場　所 用　途 種　類

本社事務所

（東京都千代田区）
事 務 所 工具器具及び備品

②減損損失を認識するに至った経緯

　当社を取り巻く経済環境が不透明となり、固定資

産投資の回収可能性を高い確度で担保することが

できなくなったため、資産グループの帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て特別損失に計上しました。

③主な固定資産の種類ごとの減損損失の金額

工具器具及び備品 2,379千円

④資産のグルーピングの方法

　当社は、全社を独立したキャッシュ・フローを生

み出す最小の単位としてグルーピングを行ってお

ります。

⑤回収可能価額の算定方法

　回収可能価額は使用価値により零としておりま

す。

※３　法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示してお

ります。

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

給与及び賞与 71,717千円

賞与引当金繰入額 8,381千円

※２　減損損失

　当第２四半期会計期間において、当社は以下の資

産グループについて減損損失を計上しました。
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当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

①減損損失を認識した資産グループの概要

 場　所 用　途 種　類

本社事務所

（東京都千代田区）
事 務 所 工具器具及び備品

②減損損失を認識するに至った経緯

　当社を取り巻く経済環境が不透明となり、固定資

産投資の回収可能性を高い確度で担保することが

できなくなったため、資産グループの帳簿価額を回

収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失とし

て特別損失に計上しました。

③主な固定資産の種類ごとの減損損失の金額

工具器具及び備品 676千円

④資産のグルーピングの方法

　当社は、全社を独立したキャッシュ・フローを生

み出す最小の単位としてグルーピングを行ってお

ります。

⑤回収可能価額の算定方法

　回収可能価額は使用価値により零としておりま

す。

※３　法人税等調整額は「法人税等」に含めて表示してお

ります。
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

※１．現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　　　　　　　　　　　　　（平成20年９月30日現在）

現金及び預金勘定 3,108,083千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
△1,000,000千円

現金及び現金同等物 2,108,083千円

（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　13,588株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　 906株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　該当事項はありません。

（有価証券関係）

　当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期会計期間末（平成20年９月30日）

当社はデリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

（持分法損益等）

当第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成20

年４月１日　至　平成20年９月30日）

　該当事項はありません。

（ストック・オプション等関係）

当第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成20年９月30日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 281,243.81円 １株当たり純資産額 293,164.77円

２．１株当たり四半期純損失金額

当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

１株当たり四半期純損失金額 11,211.12円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純損失金額 5,172.50円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため記載しておりません。

（注）１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

四半期純損失（千円） 142,179 65,597

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失（千円） 142,179 65,597

期中平均株式数（株） 12,682 12,682

（重要な後発事象）

当第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）

該当事項はありません。

（リース取引関係）

当第２四半期会計期間（自　平成20年７月１日　至　平成20年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成20

年４月１日　至　平成20年９月30日）

著しい変動がないため、記載を省略しております。

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月13日

ぷらっとホーム株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 潮来　克士　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 寺田　昭仁　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているぷらっとホーム株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第17期事業年度の第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成

20年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ぷらっとホーム株式会社の平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第２四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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